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ARW-10f を使用して基板に実装したシリアルフラッシュ ROM(以下 ROM と省略)にオンボード

書き込みするためには、以下を参考にして設計を行ってください。 

 

①①①①オンボードオンボードオンボードオンボード書書書書きききき込込込込みみみみ回路回路回路回路のののの原理原理原理原理    

  ａ．ROM と CPU を電気的に切り離して、 

ARW-10f を ROM に直接接続します。 

 

 

 

 

 

 ｂ．電気的に切り離す事とは、 

   ①CPU の出力端-ROM 間に抵抗を挿入する、または②CPU を RESET 状態にして CPU の出

力を Hi-Z にします。そうする事で ARW-10f の出力と CPU の出力同士の衝突を防ぎま

す。 

 

 

 

 

 

 

RESET するには、ARW-10f の書き込み Pod 端子に複数の GND がありますので、 

その中の１本を CPU の不論理リセット端子、または、リセット IC 等の負論理リセ

ット端子に接続します。 

 

ｃ．その他の切り離し方法 

BUFFER で分離する方法（3-ステートバッファを挿入する）、オープンドレイン端子

を利用する方法（ROM を駆動する端子）、などが考えられますが、遅延などが生ず

る可能性があり、お勧めできません。 
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②②②② ARW ARW ARW ARW----10f10f10f10f ととととボードボードボードボードのののの接続接続接続接続    

書き込み操作を行う時、ボード上の ROM の信号および電源線と ARW-10f を図１の様に 

接続します。 

ROM への供給電源は、ROM の書き込み時電源電流を満たす必要があります。 

ARW-10f の書き込み Pod のスルーホール端子(TH)から ROM 間は最短（推奨：5cm 以内）配

線してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③③③③    書書書書きききき込込込込みみみみＰｏｄＰｏｄＰｏｄＰｏｄののののスルーホールスルーホールスルーホールスルーホール端子端子端子端子ピンピンピンピン配置配置配置配置    

 

端子番号 信号名 シルク 端子番号 信号名 シルク 

１ ／ＣＳ ／ＣＳ ２ ＧＮＤ Ｇ 

３ ＳＣＫ ＳＣＫ ４ ＧＮＤ Ｇ 

５ ＤI/(ＩO０) Ｉｏ０ ６ ＧＮＤ Ｇ 

７ ＤO/(ＩO１) Ｉｏ１ ８ ＶＳＵＰ ＳＵＰ 

９ ＷＰ/(ＩO２) Ｉｏ２ １０ ＶＳＵＰ ＳＵＰ 

１１ ＨＯＬＤ(ＩO３) Ｉｏ３ １２ ＶＲＯＭ ＳＮＳ 

ＧＮＤ、ＶＳＵＰ（電源）は複数割り当てており、かつ、信号線と隣り合わせに配置し

ています。 

上記信号名称は、Winbond 社製の W25Q80DV を例としています。 
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④④④④    電源供給方法電源供給方法電源供給方法電源供給方法 

４．１ ARWARWARWARW----10f10f10f10f のののの 3.3V3.3V3.3V3.3V 電源供給電源供給電源供給電源供給をををを使用使用使用使用するするするする場合場合場合場合 

ArWriter(ARW-10f 転送プログラム)により電源供給を「ARW-10f」「3.3V」に 

設定します。（詳しくは、「ARW-10f 取扱説明書」をご覧ください。） 

VSUP から出力される 3.3V / max100mA を書き込み電源として利用します。 

ARW-10f の電源供給機能をご使用になるには、ROM への書き込み電流と、電源供

給される全ての回路電流の合計が 100mA 以下になるように設計してください。 

 

 

 

 

 

 

 

４．２ ARWARWARWARW----10f10f10f10f のののの 5V5V5V5V 電源供給電源供給電源供給電源供給をををを使用使用使用使用するするするする場合場合場合場合 

ArWriter により電源供給を「ARW-10f」「5V」に設定します。 

VSUP から出力される 5V / max100mA を LDO（３端子レギュレータ等）で 3.3V に

落として ROM に供給します。 

LDO の出力は、ROM の VCC 及び書き込み Pod の VROM 端子に接続します。 

C1,C2(コンデンサ)の値は LDO の過渡特性も加味して決定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

４．３ ARWARWARWARW----10f10f10f10f のののの電源供給電源供給電源供給電源供給をををを使用使用使用使用せずせずせずせずボードボードボードボードでででで電源電源電源電源をををを用意用意用意用意するするするする場合場合場合場合 

ArWriter により電源供給を「基板」に設定します。 

書き込みを開始する前にボード内部で ROM に電源供給し、書き込み終了まで 

電源供給を保持してください。 
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⑤⑤⑤⑤    各端子各端子各端子各端子のののの処理処理処理処理    

例として ROM が W25Q80DV の場合、IO2 は/WP と、IO3 は/HOLD と兼用しています。 

これらの端子は書き込み時に使用しますが Sodiac による読み出し時には使用しない

ため、抵抗でプルアップ／プルダウン等の処理をしてください。 

IO2、IO3 を ARW-10f に接続しないと、正しく書き込めません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

⑥⑥⑥⑥    書書書書きききき込込込込みみみみＰｏｄＰｏｄＰｏｄＰｏｄ端子端子端子端子からからからから ROMROMROMROM までのまでのまでのまでの配線長配線長配線長配線長のののの注意注意注意注意    

ROM を駆動する信号の立ち上がり／立ち下がりエッジのスルーレートは、0.1V /ns  

以下(W25Q80DV の場合)にする必要がありますので、 配線を長くしてエッジを鈍らせ

ないよう、十分ご注意下さい。 

書き込み Pod のスルーホールおいて、書き込み信号と電源は隣り合わせに配置してい

ます。 

両者をペアにして配線すれば、信号を高品質に保ちやすくなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さらに、配線長が 100mm 以上になる場合は、下図の様な終端回路挿入も検討します。 
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図６ /WP 、/HOLD 端子処理 
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図７ 信号線と電源のペアによる配線処理 
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CR 値は、 
配線長に合わせて調整 


